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第45回 奥羽大学歯学会例会講演抄録

(平成20年6月21日)

一 般 講 演

1)ト レハ ロ ー ス は1κB-α の 分 解 を 抑 制 して

マ ク ロ フ ァー ジ か らの 炎 症 性 サ イ トカ イ ン

産 生 を抑 制 す る

○田谷 かほ る,廣 瀬 公治1,大 橋 明石1,浜 田 節男

(奥羽大 ・歯 ・口腔病態解析制御,口 腔衛生1)

【目 的】 トレハ ロ ー ス は2分 子 のD-グ ル コ ー ス

がa-1,1結 合 し た 二 糖 類 で あ り,自 然 界 に 多 く

存 在 す る低 鵡 蝕 原 性 甘 味 料 で あ る。

我 々 は こ れ ま で に,ト レ ハ ロ ー ス が マ ク ロ

フ ァー ジか ら産 生 され る炎 症 性 サ イ トカ イ ン のm

RNAの 安 定 性 を低 下 させ る こ と を 報 告 した 。 し

か し,そ の 詳 細 な メ カニ ズ ム は依 然 不 明 で あ る 。

そ こで 本 研 究 で は,マ ク ロ フ ァ ー ジ か らの 炎 症

性 サ イ トカ イ ン産 生 に対 す る影 響 につ い て,標 的

遺 伝 子 の転 写 に関 与 す るIκB-α と,細 胞 内 シ グ

ナ ル トラ ン ス ダ ク シ ョ ンの 構 成 要 素 で あ るp38

MAPKへ の トレハ ロ ー ス の 効 果 に つ い て 検 討 し

た 。

【方 法 】ICR系 雄 性 マ ウ ス(4～8週 齢)に,

10%プ ロテ オ ー ス ・ペ プ トン を腹 腔 内 注 射 し,3

日後 に採 取 した腹 腔 内 浸 出性 の マ ク ロ フ ァ ー ジ を

24時 間 培 養 後,実 験 に 使 用 し た。 解 析 は,IL-

1β お よ びTNF-α 産 生 量 をELISA法 で,マ ウ ス

腹 腔 マ ク ロ フ ァー ジ に お け る トレハ ロ ー ス受 容 体

(TIR3)の 発 現 はRT-PCR法 にて 検 討 し た。 ま た,

1κB-α お よびp38MAPKの タ ンパ ク発 現 は ウ エ

ス タ ン ブ ロ ッテ ィ ン グ法 に て 検 出 した 。

【結 果 と 考 察 】 トレ ハ ロ ー ス はPorphyromonas

gingivalis由 来 のLPS刺 激 に よ り誘 導 さ れ るIL-

1β,お よ びTNF一 αの 産 生 を抑 制 した 。 ま た,

今 回 実 験 で 使 用 した マ ク ロ フ ァ ー ジ に,ト レハ

ロ ー ス 受 容 体(TIR3)の 発 現 が 認 め られ た 。 さ

らに,ト レハ ロ ー ス は1κB一 αの 分 解 を抑 制 した

が,p38MAPKの リ ン酸 化 に は 影 響 を 及 ぼ さ な

かった。

以上の結果より,ト レハロースは,P.gingivalis

由来のLPS刺 激によりマクロファージから産生 さ

れ る一部の炎症性サイ トカインを,受 容体TIR3

を介 して1κB一 αの分解を抑制す ることにより,

標的遺伝子の転写を抑制 し,炎 症性サイ トカイン

の合成 を抑制することが明 らかになった。従 って,

トレハロースは骨吸収 を抑制す る食品として期待

され,将 来,歯 周疾患予防を目的とした機能性食

品や歯磨剤への配合など応用を考 える上で,興 味

ある知見と思われる。
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